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現
在
、
私
立
大
学
の
多
く
は
、
一
般
向
け
講
座
の
開
講
や
図
書

館
を
開
放
す
る
な
ど
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
積
極
的
に
図
っ

て
い
る
。
目
指
す
は
地
域
に
根
差
し
た
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校

で
あ
り
た
い
と
い
う
こ
と
。
総
じ
て
、
地
域
に
対
し
て
何
ら
か
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
地
域
住
民
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を
提
供
す
る
、
す

な
わ
ち
地
域
住
民
の
た
め
の
学
校
を
創
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

話
は
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
校
側
と
地
域
住
民
側
と
の
密
な
る

協
力
体
制
が
整
っ
て
こ
そ
初
め
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、

現
実
的
に
は
容
易
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
る
に
そ
う
し
た
学
校

が
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
、
世
田
谷
の
地
に
創
設
さ

れ
た
。
国
士
舘
商
業
学
校
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
初
代
校
長
に

就
任
し
た
の
が
大
場
信
續
（
お
お
ば
の
ぶ
つ
ぐ
）
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
国
士
舘
商
業
学
校
で
初
代
校
長
を
務
め
、
学
校
側

と
地
域
住
民
と
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
学
校
運
営
に
手
腕
を

揮
っ
た
大
場
信
續
の
実
像
と
、
国
士
舘
商
業
学
校
の
成
り
立
ち
に

迫
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
大
場
信
續
が
国
士
舘
商
業
学
校
長
に
な
る
ま
で
の
生
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い
立
ち
を
、『
大
場
家
歴
代
史　

続
』（
大
場
家
歴
代
史
編
集
委
員

会
、
一
九
八
四
年
）
に
拠
っ
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

信
續
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
一
月
四
日
、
東
京
府
荏

原
郡
世
田
谷
村
二
三
六
番
地
（
現
東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
一
丁

目
二
九
番
一
八
号
）
に
、
父
信
愛
、
母
以
佐
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
大
場
家
は
、
江
戸
時
代
、
近
江
彦
根
藩
世
田
谷
領
の
代
官

を
務
め
た
家
柄
で
あ
り
、
数
え
て
一
四
代
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
大
場
家
の
由
緒
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
世
田
谷
の

地
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
一
六
三
三
（
寛
永
一
〇
）
年
に
、
近
江

彦
根
藩
の
飛
び
地
領
（
二
三
〇
〇
石
）
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由

は
、
当
時
の
藩
主
井
伊
直
孝
が
幕
府
の
要
職
を
務
め
て
お
り
、

そ
う
し
た
者
へ
は
便
宜
上
江
戸
近
く
に
も
所
領
が
与
え
ら
れ
る

慣
例
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
世
田
谷
は

井
伊
家
が
領
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
世
田
谷
の
豪
徳
寺
は
、

一
六
三
三
年
に
直
孝
が
井
伊
家
の
菩
提
寺
と
し
て
伽
藍
を
創
建
し

整
備
し
た
。
寺
号
は
直
孝
の
戒
名
で
あ
る
「
久
昌
院
殿
豪
徳
天
英

居
士
」
に
よ
る
。
こ
う
し
て
世
田
谷
を
治
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も

の
の
、
藩
主
自
ら
が
治
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
代
役

と
し
て
代
官
が
た
て
ら
れ
た
。
そ
の
代
官
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
大

場
家
で
あ
っ
た
。
大
場
家
は
江
戸
時
代
以
前
よ
り
在
地
し
て
お

り
、
戦
国
期
に
は
小
田
原
北
条
氏
傘
下
の
吉
良
氏
に
仕
え
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
北
条
氏
が
豊
臣
秀
吉
に
滅
ぼ
さ
れ
、
吉
良
氏
も

滅
亡
す
る
と
、
野
に
下
っ
て
帰
農
し
て
い
た
。
し
か
し
、
世
田
谷

の
地
が
彦
根
藩
領
と
な
っ
た
際
、
井
伊
家
よ
り
召
し
だ
さ
れ
、
武

士
身
分
に
戻
さ
れ
、
以
後
、
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
世
田
谷
の
地

を
治
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
の
郡
代
お
よ
び
代
官
は
広

域
支
配
を
あ
ず
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
世
田
谷
領
は
極
め
て
小

規
模
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
民
と
の
接
点
が
近
く
、
代
官
所

の
掃
除
人
足
・
風
呂
番
・
障
子
張
替
な
ど
の
雑
用
は
、
役
人
で
は

な
く
領
内
の
農
民
が
あ
た
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
農
民
の
実

情
も
察
し
や
す
く
、
ま
た
、
歴
代
の
当
主
た
ち
も
自
ら
を
律
し
、

農
民
か
ら
も
尊
敬
の
念
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
た
こ
と
が
、

『
大
場
家
家
督
心
得
』
は
じ
め
歴
代
代
官
が
伝
え
た
家
訓
な
ど
か

ら
読
み
取
れ
る
。

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
、
四
歳
と
な
っ
た
信
續
は
、
世
田

谷
村
経
堂
在
家
村
連
合
村
立
桜
小
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
れ
は
村

の
子
供
よ
り
二
年
早
く
、
当
時
散
見
さ
れ
る
例
と
は
い
え
、
信
續

に
そ
れ
だ
け
の
能
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
第
二
学
年
か
ら

は
赤
坂
小
学
校
に
移
り
、
赤
坂
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、
東
京

府
立
尋
常
中
学
校
（
現
日
比
谷
高
等
学
校
）、
第
一
高
等
学
校

（
現
東
京
大
学
教
養
学
部
）
へ
と
進
学
し
た
。
五
歳
で
小
学
校
へ

上
が
っ
て
か
ら
の
信
續
は
、
今
も
昔
も
困
難
な
こ
の
コ
ー
ス
を
順

調
に
進
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
順
風
満
帆
で
あ
っ
た
信
續
に
、
第
一
高
等
学
校
在
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学
中
の
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
、
不
幸
が
襲
う
。
父
信
愛
が

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
信
續
は
物
心
の
つ
く
頃
か
ら
、
父
か
ら

上
に
立
つ
者
と
し
て
の
薫
陶
を
受
け
た
。
ま
た
、
母
や
祖
母
か
ら

も
歴
代
代
官
が
伝
え
た
家
訓
に
よ
っ
て
厳
し
く
躾
け
ら
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
第
一
四
代
を
継
ぐ
心
構
え
は
出

来
て
い
た
も
の
の
、
直
ち
に
父
の
跡
を
継
ぎ
、
当
主
と
し
て
の
義

務
と
責
任
を
負
っ
て
立
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

信
續
が
戸
主
に
な
っ
た
当
時
、
大
場
家
の
主
な
収
入
源
は
、
小

作
料
を
中
心
と
す
る
農
業
収
入
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
所
帯
に
は

そ
れ
な
り
に
出
費
も
多
い
。
そ
の
う
え
借
金
も
背
負
っ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
た
め
に
先
祖
伝
来
の
土
地
は
た
と
え
僅
か
で
も
手
放

す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
山
林
が
か
な
り
あ
っ
た
の

で
、
松
や
杉
な
ど
を
切
り
出
し
て
売
り
、
借
金
返
済
に
充
て
、
急

場
を
凌
い
で
い
っ
た
。

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
四
月
、
信
續
は
第
一
高
等
学
校
か

ら
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
東
京
大
学
農
学
部
）
農
学
科
に

進
ん
だ
。
法
科
や
工
科
で
は
な
く
、
あ
え
て
農
学
科
を
選
ん
だ
の

は
、
父
信
愛
の
意
志
を
継
い
で
世
田
谷
農
家
の
指
導
者
と
な
り
、

村
人
と
共
に
生
き
る
覚
悟
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

在
学
中
の
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
二
月
に
は
結
婚
も
し
て

い
る
。
生
涯
の
伴
侶
と
な
っ
た
の
は
、
神
奈
川
県
高
津
村
上
作
延

（
現
川
崎
市
高
津
区
上
作
延
）
の
地
主
、
三
田
正
綱
の
長
女
琴
子

で
あ
る
。
信
續
二
四
歳
、
琴
子
一
八
歳
で
あ
っ
た
。
生
涯
を
通
し

て
仲
睦
ま
じ
い
夫
婦
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
年
七
月
に
は

め
で
た
く
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
科
を
卒
業
す
る
も
、
同

年
の
日
露
開
戦
に
よ
っ
て
、
一
年
志
願
兵
に
召
集
。
近
衛
野
砲
兵

聯
隊
留
守
隊
に
あ
っ
て
日
露
戦
役
勤
務
に
服
し
た
が
、
戦
争
の
終

息
に
伴
っ
て
召
集
解
除
と
な
っ
た
。

除
隊
後
は
想
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
か
、
再
び
学
徒
と
な
っ
た
。
学

校
は
同
じ
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
だ
っ
た
が
、
今
度
は
そ
こ
に

新
し
く
設
け
ら
れ
た
耕
地
整
理
講
習
、
後
の
農
学
部
農
業
土
木
科

の
第
一
回
生
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
在
学
期
間
は
わ
ず
か
一
か
年

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
再
就
学
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
以
後
、
耕
地

整
理
な
い
し
区
画
整
理
の
先
駆
け
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

こ
の
よ
う
に
率
先
意
欲
に
燃
え
、
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
学
問

と
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
、
同
時
に
村
の
青
年
た
ち
の
こ
と

も
思
い
や
ら
れ
た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
貧
し
い
が
ゆ
え
上
級
学

校
へ
行
け
ず
に
い
る
わ
け
だ
が
、
何
と
か
し
て
彼
ら
に
も
勉
強
の

場
を
与
え
て
や
り
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
手
始
め
と

し
て
行
っ
た
の
が
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
夜
間
補
習
学

校
の
開
校
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
世
田
谷
村
の
知
識
人
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
実
相
院
の
和
尚
佐
々
木
義
宣
の
協
力
も
得
て
、
と
り
あ

え
ず
桜
小
学
校
の
教
室
を
借
り
て
、
週
三
日
行
っ
た
。
元
よ
り
産
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業
、
農
業
実
務
教
育
が
中
心
だ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
学
科
も
教
え

て
、
実
業
学
校
卒
業
に
準
ず
る
学
力
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
努
め

た
。
こ
の
夜
学
は
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
、
世
田
谷
村

立
桜
農
商
補
習
学
校
が
正
式
に
発
足
す
る
ま
で
続
い
た
。
こ
う
し

た
信
續
の
青
年
た
ち
へ
の
温
か
な
眼
差
し
が
、
後
の
国
士
舘
商
業

学
校
設
立
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
〇
月
、
信
續
は
大
学
の
教
授
や

先
輩
の
推
薦
に
よ
っ
て
農
商
務
省
に
入
り
、
農
商
務
技
師
に
任
じ

ら
れ
た
。
当
時
は
農
業
の
合
理
化
と
増
産
の
た
め
の
耕
地
整
理
が

国
の
急
務
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
信
續
の
仕
事
は
、
政
府
の

命
令
に
従
い
、
都
道
府
県
庁
へ
出
張
し
て
講
習
会
を
開
き
、
ま
た

は
現
場
に
臨
ん
で
実
地
指
導
を
し
、
耕
地
整
理
の
専
門
家
を
増
や

す
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
四
月
に

は
宮
内
省
林
野
局
に
栄
転
す
る
。
ま
た
そ
の
一
方
、
当
局
の
了
解

を
得
て
、
地
元
に
荏
原
郡
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
を
創
設
、
組

合
長
に
就
任
し
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
〇
月
、
組
合
設

立
の
認
可
を
受
け
た
。
早
速
全
国
に
先
駆
け
、
現
在
の
世
田
谷

一
、二
、三
、四
丁
目
及
び
弦
巻
二
、三
丁
目
、
若
林
、
赤
堤
、
上
馬

の
一
部
に
わ
た
る
地
域
の
大
規
模
な
区
画
整
理
に
着
手
し
た
。
こ

の
組
合
は
多
方
面
か
ら
注
目
を
さ
れ
た
が
、
と
く
に
全
国
に
先
駆

け
て
メ
ー
ト
ル
法
を
採
用
し
た
こ
と
で
脚
光
を
浴
び
た
。
こ
の
整

理
事
業
の
計
画
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
四
月
の
メ
ー
ト

ル
法
採
用
後
早
々
の
も
の
で
、
一
間
を
メ
ー
ト
ル
に
直
し
た
単
位

で
は
な
い
純
メ
ー
ト
ル
単
位
な
ど
、
今
日
で
も
十
分
に
普
及
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
信
續
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
二
月
に
、
相
原

永
吉
世
田
谷
村
長
を
は
じ
め
、
有
志
と
図
り
、
世
田
谷
村
の
地
主

一
六
〇
人
の
連
署
を
添
付
し
た
勝
光
院
西
線
敷
設
に
関
す
る
「
電

車
線
路
延
長
願
」
を
玉
川
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
提
出
す
る
な
ど

率
先
し
て
事
に
当
た
っ
た
。
勝
光
院
西
線
と
は
、
現
在
の
下
高
井

戸
か
ら
三
軒
茶
屋
ま
で
の
東
急
世
田
谷
線
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
二
一
年
二
月
、
一
部
に
は
相
談
も
し
て
い
た
産
業

組
合
法
に
よ
る
有
限
責
任
世
田
谷
信
用
販
売
購
買
組
合
の
設
立
案

を
発
表
し
た
。
信
續
は
宮
内
省
林
野
局
に
奉
職
し
て
い
た
が
、
公

共
事
業
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
快
諾
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
元
有
志

か
ら
も
是
非
に
と
の
声
が
高
か
っ
た
。
古
く
か
ら
の
慣
習
で
、
信

續
の
代
に
な
っ
て
も
大
場
家
へ
金
を
借
り
に
来
る
地
元
民
が
絶
え

ず
、
そ
の
上
永
い
間
続
い
た
惰
性
で
、
期
日
が
来
て
も
双
方
何
も

せ
ず
放
置
し
て
い
る
の
で
、
借
金
は
増
え
る
ば
か
り
と
い
う
状
態

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
は
一
切
組
合
を
通
し
て
の
貸
借
に
し
て

そ
の
悪
習
を
断
ち
た
い
、
と
い
う
の
が
見
か
ね
た
有
志
た
ち
の
希

望
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
時
代
の
趨
勢
に
眼
を
転
ず
る
と
、
大
正
末
期
の
世
田
谷

地
域
は
、
関
東
大
震
災
以
降
、
郊
外
へ
の
私
鉄
開
通
も
相
ま
っ
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て
、
従
来
の
農
耕
地
は
住
宅
と
な
り
商
家
も
増
え
、
急
速
に
市
街

地
化
が
進
ん
だ
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
で
は
商
業
教
育
の

必
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
信
續
は
、
一
九
二
四
年
、
官
界
を
去
る
決
断
を

し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
か
ら
は
一
介
の
民
間
人
と
し
て
地
域
の

発
展
の
た
め
に
全
て
を
捧
げ
る
覚
悟
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
も
地
域
の
発
展
に
尽
く
す
べ
く
、
官
職
で
は
世
田
谷
地
域

の
区
画
整
理
に
尽
力
し
、
そ
の
傍
ら
電
車
線
路
延
長
運
動
、
そ
し

て
地
域
経
済
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
世
田
谷
信
用
販
売
購
買
組
合

の
創
設
も
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
信
續
の
関
心
は
地
域
の
問

題
全
般
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
純
民
間
人
と
な
っ
て
最
初
に
手
掛

け
た
も
の
は
教
育
事
業
で
あ
っ
た
。
元
来
信
續
は
、
向
学
心
の
厚

い
青
年
に
対
し
て
、
進
ん
で
手
を
差
し
伸
べ
、
引
き
上
げ
て
や
る

援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
書
生
と
し
て
大
場
家
に
住
み
込
ま

せ
、
学
校
に
通
わ
せ
る
な
ど
、
信
續
の
庇
護
、
引
き
立
て
を
蒙
っ

た
青
年
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

こ
う
し
た
な
か
国
士
舘
で
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
三

月
三
一
日
、
中
学
校
令
に
基
づ
く
認
可
申
請
を
行
い
、
同
年
四
月

八
日
に
設
置
認
可
を
受
け
、
国
士
舘
中
学
校
を
創
設
し
た
。
ま

た
、
新
築
の
中
学
校
校
舎
な
ど
の
施
設
を
公
共
的
に
活
用
し
た
い

と
考
え
、
世
田
谷
地
域
の
青
少
年
の
た
め
の
無
償
活
用
を
提
言
す

る
。
こ
れ
を
受
け
た
世
田
谷
町
長
山
崎
四
六
の
斡
旋
に
よ
り
、

一
九
二
五
年
四
月
に
農
商
補
習
夜
間
塾
が
開
校
さ
れ
た
。
こ
こ
で

塾
長
に
推
さ
れ
た
の
が
信
續
で
あ
っ
た
。
入
学
者
数
は
二
〇
余
名

で
、
普
通
学
と
農
業
大
意
が
講
義
さ
れ
た
。
前
者
を
国
士
舘
の
教

員
が
分
担
し
、
後
者
は
信
續
が
担
当
し
た
。

開
講
か
ら
約
一
年
後
、
荏
原
郡
長
宮
城
栄
三
郎
、
目
黒
町
長
土

生
文
之
助
な
ど
を
中
心
に
「
組
織
あ
る
中
等
程
度
の
商
業
学
校
」

の
設
立
が
希
望
さ
れ
、
世
田
谷
町
・
駒
沢
町
・
松
沢
村
・
玉
川

村
・
目
黒
町
・
碑
衾
町
の
「
荏
原
郡
西
部
六
か
町
村
」
と
国
士
舘

の
協
議
に
よ
り
商
業
学
校
の
創
設
が
図
ら
れ
た
。
や
が
て
、
学
校

の
経
営
主
体
・
財
政
負
担
は
六
か
町
村
と
し
、
校
長
を
大
場
信
續

と
す
る
こ
と
、
独
立
経
営
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
国
士
舘
が

経
営
の
任
に
あ
た
る
こ
と
、
学
校
名
を
国
士
舘
商
業
学
校
と
す
る

こ
と
、
国
士
舘
の
校
舎
・
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
二
六
年
二
月
五
日
に
「
実
業
学
校

令
」
に
基
づ
く
認
可
申
請
を
行
い
、
同
年
三
月
四
日
に
設
置
認
可

を
受
け
、
国
士
舘
商
業
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。

以
上
の
経
緯
を
以
て
信
續
は
国
士
舘
商
業
学
校
の
校
長
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
当
初
か
ら
国
士
舘
を
理
解
し
、
進

ん
で
校
長
の
任
に
就
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、

初
め
は
か
な
り
い
ぶ
か
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、
信
續
が
『
国
士

舘
々
報
』
二
巻
三
号
（
一
九
二
六
年
四
月
一
日
）
に
寄
稿
し
た

「
私
が
国
士
舘
を
理
解
す
る
迄
」
と
題
す
る
一
文
（『
国
士
舘
百
年
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史
』
史
料
編
上
、
四
六
五
～
四
七
二
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
は
、
当
初
思
っ
て
い
た
国
士
舘
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

出
来
た
当
時
の
国
士
舘
の
噂
は
、
全
く
設
立
者
の
趣
旨
と
は

天
地
の
差
で
あ
り
ま
し
て
、
な
ん
で
も
壮
士
を
養
成
す
る
と

こ
ろ
だ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
、
附
近
の
人
々
は
噂
を
そ
の

ま
ゝ
肯
定
し
て
怪
し
み
も
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従

て
誰
も
強
い
て
近
寄
ら
う
と
せ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
敬

し
て
遠
ざ
け
る
と
い
ふ
主
義
で
居
た
や
う
で
あ
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
士
舘
か
ら
農
商
補
習
夜
間
塾
の
講

義
依
頼
が
あ
り
、
実
際
に
国
士
舘
を
訪
れ
、
学
生
と
接
す
る
に
し

た
が
い
「
聞
く
と
見
る
と
は
正
反
対
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
驚
き

を
含
め
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

元
来
石
井
君
（
筆
者
註
―
澄
之
助
、
国
士
舘
商
業
学
校
主

事
）
が
私
を
目
掛
け
て
補
習
学
校
に
講
義
を
受
持
つ
て
く
れ

と
頼
み
に
き
た
経
路
が
未
だ
に
判
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
縁
故
で
、
私
が
追
々
国
士
館
に
接
近
す
る
の
機
会
を

得
、
そ
の
後
時
日
を
経
過
す
る
に
従
つ
て
、
国
士
館
内
部
の

こ
と
も
少
し
づ
ゝ
判
る
や
う
に
な
つ
て
見
る
と
、
こ
の
附
近

の
人
々
の
噂
や
、
私
が
当
初
考
へ
て
居
た
国
士
館
な
る
も
の

1926（大正 15）年 2 月 2 日　商業学校創立相談会
（後列左より 5 人目が大場信續、6 人目が柴田德次郎）
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と
が
、
寧
ろ
正
反
対
で
あ
る
の
に
驚
き
且
つ
喜
ん
だ
や
う
な

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
い
か
に
も
国
士
館
の
学
生
は
破
れ
袴
や

破
れ
洋
服
で
、
決
し
て
き
れ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

国
士
館
の
学
生
の
き
れ
い
で
な
い
の
は
、
一
に
質
実
と
い
ふ

主
義
か
ら
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
。
現
に

こ
れ
は
学
生
ば
か
り
で
な
く
、
職
員
や
役
員
達
に
至
る
ま
で

同
一
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
私
は
附
近
の
人
々
の
風
説

や
、
自
分
一
己
の
想
像
か
ら
、
国
士
館
と
い
へ
ば
、
壮
士

―
豪
傑

―
酒
と
、
こ
ん
な
風
に
聯
想
し
て
、
定
め
て
酒

呑
童
子
の
や
う
な
人
が
多
い
だ
ら
う
と
思
ふ
て
居
ま
し
た
の

に
、
事
実
が
全
く
反
対
な
の
に
驚
き
も
し
、
又
感
心
も
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
こ
ん
な
風
に
眼
や
耳
で
、
機
会

あ
る
毎
に
国
士
館
な
る
も
の
が
漸
次
理
解
さ
る
ゝ
や
う
に
な

り
ま
し
た
と
共
に
、
柴
田
館
長
や
そ
の
他
の
諸
君
と
接
近
す

る
機
会
の
度
重
な
る
に
従
ひ
、
国
士
館
の
精
神
方
面
に
就
て

も
、
次
第
に
理
解
が
つ
き
ま
し
て
、
理
解
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

世
間
の
想
像
と
相
反
し
て
、
そ
の
精
神
た
る
や
、
至
つ
て
健

実
の
も
の
で
あ
り
、
又
今
日
の
時
勢
で
は
、
当
に
さ
う
な
く

て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
痛
感
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

ま
た
、
信
續
の
校
長
就
任
は
国
士
舘
側
も
歓
迎
し
て
い
る
。
国

士
舘
舘
長
柴
田
德
次
郎
は
、
国
士
舘
支
援
者
で
あ
る
麻
生
太
吉
へ

商
業
学
校
創
設
の
経
緯
を
伝
え
た
書
簡
（『
国
士
舘
百
年
史
』
史

料
編
上
、
四
五
六
～
四
五
七
頁
）
の
な
か
で
「
校
長
に
は
宮
内
省

農
務
課
長
農
学
士
大
場
信
續
氏
と
て
四
十
数
代
当
世
田
谷
の
名
家

に
て
徳
川
時
代
の
代
官
、
現
在
も
荏
原
郡
一
の
大
地
主
（
五
十
三

才
）
一
寸
野
田
翁
（
筆
者
註
―
卯
太
郎
）
の
如
き
人
物
に
御
座

候
」
と
記
し
て
い
る
。

一
九
二
六
年
四
月
、
授
業
を
開
始
し
た
商
業
学
校
で
あ
っ
た

が
、
準
備
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
初
の
生
徒
数
は
定

員
に
満
た
ず
、
ま
た
、
生
徒
は
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
学
ぶ
た
め

に
、
休
暇
期
間
に
も
課
題
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
一
九
二
六
年
六
月

一
日
に
、
前
期
・
後
期
に
入
学
可
能
な
二
期
制
の
導
入
と
長
期
休

暇
の
短
期
化
、
選
科
生
の
設
置
な
ど
を
骨
子
と
し
た
学
則
変
更
を

申
請
し
た
。

そ
の
後
は
時
代
の
要
請
も
あ
り
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
二

月
一
五
日
に
は
、
高
等
程
度
の
学
校
な
ど
へ
の
進
学
者
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
学
科
課
程
の
改
善
や
受
験
料
の
減
額
を
主
な
要
旨

と
し
た
学
則
改
正
を
申
請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
一
二
月
に
は
、
青
年
訓
練
所
規
定
第
八
条
に
基
づ
く
教

練
時
間
な
ど
の
学
科
課
程
変
更
の
た
め
学
則
改
正
願
を
提
出
し
、

翌
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
月
一
六
日
に
認
可
を
得
た
。
こ
れ

に
よ
り
商
業
学
校
の
卒
業
生
は
、
徴
兵
猶
予
と
在
営
年
限
短
縮
の
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特
典
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
急
増
す
る
就
学
希
望
者

に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
二
六
日
、

修
業
年
限
を
五
年
と
改
め
、
入
学
を
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度
満

一
二
歳
に
引
き
下
げ
、
収
容
定
員
を
五
〇
〇
人
と
す
る
学
則
改
正

願
を
申
請
し
、
同
年
一
二
月
二
七
日
に
認
可
を
得
た
。

こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
順
調
に
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
商
業
学
校

は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
一
〇
周
年
を
迎
え
た
。
そ
れ

を
記
念
し
て
同
年
一
〇
月
四
日
に
商
業
学
校
主
事
関
野
直
次
の
編

集
で
『
商
業
学
校
十
年
小
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
巻
頭
の
「
祝

辞
」
に
お
い
て
、
信
續
の
学
友
で
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
（
農
学

博
士
）
で
あ
り
、
世
田
谷
区
教
育
会
長
の
佐
藤
寛
次
が
、
信
續
の

人
と
な
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

氏
は
豊
富
な
常
識
を
有
つ
た
円
満
な
る
人
格
者
で
あ
り
、
又

一
郷
の
信
望
を
集
め
た
郷
土
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
は
、
私
が

特
に
茲
に
贅
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
就
中
一
言

し
た
い
の
は
、
氏
の
性
格
の
極
め
て
恬
淡
な
こ
と
で
あ
る
、

氏
は
名
誉
の
念
に
も
淡
く
、
利
欲
の
情
に
も
甚
だ
薄
い
、
そ

の
名
利
に
淡
白
な
こ
と
は
、
氏
が
官
途
を
退
く
ま
で
、
一
技

術
官
の
職
に
安
ん
じ
て
他
の
栄
達
を
顧
み
な
か
つ
た
の
で
も

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
氏
が
こ
の
学
校
の
校
長
と
し
て
、

十
年
一
日
の
如
く
孜
々
と
し
て
子
弟
の
育
成
に
没
頭
し
て
ゐ

1940（昭和 15）年頃　国士舘商業学校・中学校校舎夜景
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る
の
も
、
全
く
氏
の
信
念
の
一
つ
の
発
露
で
あ
つ
て
、
一
身

の
名
声
利
得
を
考
慮
に
置
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
私
の
熟

知
す
る
所
で
あ
る
。

こ
う
し
た
賛
辞
は
他
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
信
續
も
ま
た

自
分
の
信
念
に
つ
い
て
、
同
誌
「
十
周
年
を
顧
み
て
」
に
て
次
の

よ
う
に
示
し
て
い
る
。

恰
も
祖
先
が
こ
の
土
を
培
ひ
育
み
来
つ
た
や
う
に
、
私
も
微

力
の
限
り
を
郷
土
の
為
に
捧
ぐ
る
事
は
、
祖
先
に
対
し
郷
土

に
対
し
て
当
然
の
報
恩
、
天
与
の
義
務
と
思
つ
て
ゐ
る
。
然

し
そ
れ
が
私
の
器
で
あ
る
か
否
か
は
知
ら
ず
、
少
く
と
も
私

一
箇
は
し
か
く
信
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
私
が
今
現
に
幾
多

の
公
共
事
業
に
微
力
を
捧
げ
て
、
日
々
多
忙
の
日
を
送
つ
て

を
る
の
も
、
結
局
こ
の
信
念
に
基
く
行
動
に
外
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
但
し
私
は
凡
そ
議
員
と
称
す
べ
き
公
職
の
何
物
に

も
席
を
列
し
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
の
は
、
さ
う
い
ふ
方
面
に
は

自
然
人
才
が
多
い
か
ら
で
あ
つ
て
、
又
自
ら
そ
の
器
で
な
い

こ
と
を
も
知
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
私
は
飽
く

ま
で
側
面
的
な
、
質
素
な
方
向
に
向
つ
て
、
郷
土
を
培
ひ
、

郷
土
の
為
に
尽
し
て
行
か
う
と
い
ふ
の
が
、
私
の
主
義
で
も

あ
り
方
針
で
も
あ
る
。
私
は
名
誉
や
利
益
に
対
し
て
寸
豪
の

欲
望
も
な
い
、
唯
こ
の
郷
土
愛
の
信
念
に
始
終
す
る
の
が
私

の
生
命
で
あ
る
。
私
が
学
校
長
と
し
て
語
り
得
る
も
の
は
唯

こ
の
一
事
で
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。

本
校
は
示
上
の
如
き
私
の
主
義
方
針
の
下
に
あ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
経
営
乃
至
教
育
方
針
も
飽
く
ま
で
質
実
堅
剛
に

郷
土
の
発
展
向
上
を
主
眼
と
し
て
、
主
と
し
て
地
方
の
子

弟
、
そ
れ
も
多
く
は
農
商
家
の
子
弟
を
し
て
、
家
業
の
傍
簡

便
に
自
由
に
修
学
し
得
し
む
る
こ
と
の
以
外
に
は
、
一
歩
も

踏
出
し
て
を
ら
ぬ
。
故
に
甚
だ
質
素
な
、
甚
だ
平
凡
な
、
一

面
か
ら
言
へ
ば
あ
ま
り
に
見
映
え
の
せ
ぬ
学
校
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
が
私
の
主
義
で
あ
り
方
針
で
あ
り
、
又
こ
の
学
校

の
存
在
す
る
所
以
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
〇
月
、
信
續
は
校
長
の
任
を
柴

田
德
次
郎
に
譲
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
も
地
域
、
そ
し
て

青
少
年
へ
の
援
助
は
生
涯
を
通
し
て
続
け
て
い
っ
た
。

一
方
、
信
續
が
組
合
長
を
務
め
る
世
田
谷
信
用
販
売
購
買
組
合

は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
六
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
信

用
金
庫
法
に
伴
い
、
翌
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
七
月
に
世
田

谷
信
用
金
庫
と
な
っ
た
。
信
續
は
生
涯
に
わ
た
り
組
合
長
を
務
め

た
が
、
最
後
ま
で
「
金
を
出
し
て
も
口
は
出
さ
な
い
」
態
度
を
貫

い
た
。
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一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
五
月
三
日
、
信
續
に
緑
綬
褒
章
が

授
与
さ
れ
た
。
御
年
七
五
歳
の
折
の
栄
誉
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
宮

内
省
林
野
局
に
勤
め
な
が
ら
、
地
域
振
興
の
た
め
、
産
業
組
合
精

神
に
基
づ
く
世
田
谷
信
用
販
売
購
買
組
合
を
創
設
し
、
以
来
三
三

年
間
、
組
合
長
お
よ
び
理
事
長
を
任
じ
、
併
せ
て
地
域
内
中
小
企

業
の
育
成
と
地
域
住
民
の
生
活
向
上
へ
の
尽
力
が
認
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

次
い
で
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
一
〇
月
一
日
の
世
田
谷

区
制
三
〇
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
世
田
谷
区
で
最
初
の
「
名

誉
区
民
」
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
第
三
回
定
例
区
議

会
で
決
議
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
名
誉
区
民
条
例
に
よ
る
表
彰
で
、

区
政
の
発
展
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
区
民
に
贈
ら
れ
る
称
号
で

あ
っ
た
。
永
い
間
ひ
た
す
ら
郷
土
の
発
展
を
願
い
、
力
を
尽
く
し

て
き
た
身
と
し
て
「
最
高
の
贈
り
物
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
。
信
續

の
性
格
か
ら
し
て
先
の
緑
綬
褒
章
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が
嬉
し
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

世
田
谷
名
誉
区
民
第
一
号
の
称
号
を
受
け
る
頃
ま
で
は
、
元
気

で
い
た
信
續
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
寄
る
年
波
か
ら
か
、
そ
の
後

は
体
調
を
く
ず
し
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月
七
日
、

黄
泉
の
客
と
な
っ
た
。
享
年
八
五
歳
の
大
往
生
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
国
士
舘
で
は
、
勤
労
青
年
に
も
門
戸
を
開
く
べ
く
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
至
徳
高
等
学
校
定
時
制
商
業
科

（
新
制
四
年
制
）
を
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
国
士
舘
短

期
大
学
経
済
科
二
部
（
二
年
制
）
を
設
置
し
て
い
る
。
両
校
は
共

に
夜
間
定
時
制
で
、
昼
間
に
職
業
を
も
つ
者
が
多
く
入
学
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
地
域
住
民
を
支
え
る
姿
勢
は
、
戦
前
の
国
士
舘
商

業
学
校
、
ひ
い
て
は
大
場
信
續
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
た
も
の
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


